


























Homzie, 1970），ハト（e.g., Catania, 1975, 1980 ; Ono, 2000, 2004），サル











行動分析学は B. F. Skinner によって創始された，行動の制御要因を環境の
中に同定しようとする学術体系である。具体的には，先行事象，行動，後続事


















を組み合わせたものが並立スケジュール（concurrent schedules of reinforce-




























並立連鎖スケジュールとは，初環（initial link : IL）と終環（terminal

























1975, 1980 ; Hayes, Kapust, Leonard, & Rosenfarb, 1981 ; Ono, 2000）。
図 3 左パネルは Voss & Homzie（1970）で用いられた課題を，右パネルは Catania





























































































1975, 1980 ; Ono, 2000, 2004 ; Suzuki, 1999 ; Voss & Homzie, 1970），ヒ









選択肢数 条件 強制選択場面 自由選択場面






























各選択場面を構成する選択肢の数の検討や（e.g., Catania, 1975, 1980），反
応キーの大きさの検討（e.g., Cetutti & Catania, 1997），刺激の種類数の検
討（e.g., Catania & Sagvolden, 1980），強化子提示までの遅延時間の検討







































図 5 堀・嶋崎（2010 a）で用いた強制と自由選択場面の分析。
１０１ヒトはなぜ選択を好むのか？
・嶋崎, 2009）。この事実は，予測可能性とは相反するようにも感じられる。














1 vs. 2でも 1 vs. 3でも選択肢数が多い場面が好まれた。ま





























能性が担保されることが必要であることが示された（堀・嶋崎, 2010 b, 2010
c, 2011）。
2. 4. 2．制御可能性とコントロール感









































































減少した（Dyner, Dunlap, & Winterling, 1990）。他にも，課題従事行動の
増加などが報告されている（e.g. , Dunlap, DePerczel, Clarke, Wilson,
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をいただいた。また，ウエストバージニア大学の K. A. Lattal 先生には 2011年 10
月 21日に関西学院大学で開催された研究会において，堀・嶋崎の一連の研究に関し
て有益なコメントをいただいた。ここに記して感謝する。
──大学院文学研究科博士課程後期課程──
１１０ ヒトはなぜ選択を好むのか？
